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私
た
ち

は
Ｎ
労
組

を
脱
退
し

て
、
Ｎ
関
労
山
梨
支
部
を

結
成
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
に
Ｎ
労
組
を
脱
退
す
る

と
き
「
あ
と
２
年
余
り
だ

か
ら
が
ま
ん
す
れ
ば
・
・
」

と
助
言
し
て
く
れ
る
方
も

あ
り
ま
し
た
が
、
「
あ
と

２
年
だ
か
ら
こ
そ
・
・
・
」

と
、
悔
い
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
、
自
分
た
ち
の
意

思
表
示
を
し
ま
し
た
。
Ｎ

労
組
を
脱
退
し
て
か
ら
は
、

「
君
ら
し
い
決
断
だ
！
」

「
俺
の
分
ま
で
交
渉
し
て

く
れ
！
」
と
励
ま
し
て
く

れ
る
職
場
の
仲
間
も
出
て

き
ま
し
た
。

企
業
年
金
問
題
、
「
退

職
・
再
雇
用
」
を
せ
ま
ら

れ
、
２
５
％
の
賃
金
カ
ッ

ト
、
さ
ら
に
０
６
年
４
月

か
ら
は
、
新
た
な
評
価
制

度
を
押
し
付
け
ら
れ
、
賃

金
格
差
は
社
内
で
も
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
産
業
ば
か
り

で
な
く
、
全
労
協
を
は
じ

め
県
内
の
労
組
と
も
連
帯
・

交
流
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
導
入

さ
れ
た
新
評
価
制
度
は
、

現
場
の
労
働
者
の
格
差
と

競
争
を
持
ち
込
む
も
の
で

す
。
も
う
我
慢
で
き
ま
せ

ん
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
５
０
歳
で
退

職
再
雇
用
と
い
う
大
量
首

切
り
を
行
い
ま
し
た
。
再

雇
用
後
は
２
５
％
の
賃
金

カ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
後
も

合
理
化
を
推
し
進
め
職
場

の
統
廃
合
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
き
ち
ん

と
組
合
員
の
た
め
に
た
た

か
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

た
た
か
う
要
求
を
持
っ
て

新
し
い
労
働
組
合
で
た
た

か
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
関
労
は
、
一
人
ひ
と

り
の
組
合
員
を
大
事
に
し

ま
す
。
少
数
労
働
組
合
で

す
が
、
私
た
ち
の
主
張
が

職
場
の
人
た
ち
に
き
っ
と

受
け
入
れ
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

大
会
の
あ
と
は
交
流
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
日

ご
ろ
の
思
い
や
今
後
の
決

意
な
ど
の
仲
間
の
発
言
や
、

ア
コ
ー
タ
ー
に
よ
る
歌
唱

指
導
な
ど
、
楽
し
く
団
結

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

千
葉
支
部
第
５
回
定
期

大
会
は
10
月
14
日
千
葉
市

に
て
多
く
の
来
賓
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。

島
根
委
員
長
か
ら
本
年
８

月
、
１
１
６
（
富
士
見
）

が
ソ
ル
コ
へ
全
面
委
託
さ

れ
、
ま
た
、
料
金
業
務

（
船
橋
、
千
葉
別
館
）
が

全
面
的
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
さ
れ
る
と
の
話
が
出

て
い
る
。
今
後
千
葉
総
合

会
社
の
す
べ
て
の
業
務
は

委
託
可
能
で
あ
り
、
更
な

る
労
働
条
件
低
下
の
攻
撃

が
私
た

ち
に
襲

い
か
か

る
こ
と

に
な
る
。

闘
い
の

準
備
が

必
要
と
訴

え
ま
し
た
。

東
京
支

部
大
会
は

10
月
22
日

神
田
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
討

論
は
「
Ｎ
関
労
に
加
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の

問
題
と
し
て
ス
ト
が
打
て

た
」
「
職
場
の
問
題
を
仲

間
と
話
し
な
が
ら
、
会
社

に
要
求
し
て
い
る
」
「
多

摩
は
、
満
了
形
を
選
択
し
、

組
合
員
と
し
て
職
場
に
入
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

仲
間
の
意
識
が
上
が
り
、

ビ
ラ
配
布
が
で
き
た
し
、

会
議
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
活
発
な
討
論
・

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
28
日
、
山
梨
県
甲
府
市
で
Ｎ
関
労
山
梨
支
部
結

成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
結
成
ま
で
の
経
過
、
運
動
方
針
を
確
認
し
、

古
屋
委
員
長
を
は
じ
め
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
尚
、

大
会
に
は
山
梨
県
内
の
仲
間
、
Ｎ
関
労
の
関
東
を
は
じ

め
、
兵
庫
、
広
島
か
ら
も
駆
け
つ
け
、
５
０
名
を
超
え

る
盛
大
な
結
成
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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一
定
の
年
収
以
上
の

労
働
者
で
、
労
使
で
合

意
し
た
職
種
に
従
事
す

る
場
合
は
、
労
働
時
間

等
規
制
の
適
用
を
除
外

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
）

要
す
る
に
「
自
分
の

裁
量
で
働
き
な
さ
い
、

賃
金
は
労
働
時
間
に
対

し
て
で
は
な
く
成
果
に

対
し
て
支
払
う
」
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
現
状
の

日
本
の
労
働
環
境
に
適

用
す
れ
ば
結
果
は
ど
う

な
る
か
、
だ
れ
で
も
容

易
に
推
し
量
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち

際
限
な
く
働
か
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
自
明
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

あ
わ
せ
て
、
大
き
な

問
題
な
の
が
新
た
に
制

定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
労
働
契
約
法
（
厚
労

省
素
案
）
で
す
。
そ
の

問
題
点
は
①
就
業
規
則

を
労
使
間
の
労
働
契
約

（
そ
の
主
た
る
も
の
）

と
す
る
。
②
就
業
規
則

は
過
半
数
の
組
合
が
あ

る
場
合
は
組
合
か
ら
意

見
を
聴
取
し
て
経
営
者

が
決
め
る
。
過
半
数
組

合
が
な
い
場
合
は
事
業

場
の
全
て
の
労
働
者
を

適
正
に
代
表
す
る
複
数

の
者
（
現
労
基
法
で
規

定
し
て
い
る
労
使
委
員

会
の
委
員
）
か
ら
意
見

聴
取
を
行
い
経
営
者
が

決
め
る
。

そ
も
そ
も
就
業
規
則

は
会
社
が
一
方
的
に
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
一
方
的
に
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
の

過
半
数
組
合
や
労
使
委

員
会
の
実
態
を
見
て
も
、

と
て
も
労
使
対
等
の
立

場
で
の
就
業
規
則
が
作

ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
会
社
が
一
方
的
に

作
っ
た
就
業
規
則
を
労

働
契
約
と
し
て
法
律
で

規
定
す
る
と
な
れ
ば
、

労
使
関
係
は
一
挙
に
１

０
０
年
以
上
も
逆
戻
り

し
、
女
工
哀
史
と
奉
公

人
の
世
界
を
再
現
す
る

事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

一
連
の
労
働
法
制
の

改
悪
に
対
し
緊
急
に
反

対
の
行
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
関
労
東
は
、1

0

月

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
会
社
に

次
の
よ
う
な
「
申
入
れ
」

を
行
っ
た
。

「
９
月
札
幌
地
裁
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
02
年
５
月
に

行
っ
た
退
職
・
再
雇
用

(

11
万
人
リ
ス
ト
ラ)

に

と
も
な
う
配
転
は
、
原

告
全
員
、
業
務
上
必
要

な
も
の
で
は
な
く
、
人

事
権
の
濫
用
で
違
法
で

あ
る
と
認
め
た
判
決
を

下
し
ま
し
た
。
今
年
７

月
の
奥
村
裁
判
に
続
く

こ
の
判
決
は
、
退
職
・

再
雇
用(

１
１
万
人
リ
ス

ト
ラ)

に
対
す
る
反
社
会

性
、
企
業
責
任
を
鋭
く

問
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
は
、
労
働

者
か
ら
み
れ
ば
当
然
の

判
決
で
あ
り
、
か
か
る

配
転
が
労
働
者
だ
け
に

一
方
的
に
痛
み
を
伴
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
社
会
的
に
も
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
し
、
４
項
目
に
つ
い

て
申
し
入
れ
た
。
①
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
札
幌

地
裁
判
決
に
従
い
、
控

訴
し
な
い
こ
と
、
②
業

務
上
の
必
要
性
が
な
く
、

長
距
離
通
勤
と
な
つ
て

い
る
Hs
組
合
員
、
Ht
組

合
員
、
Ｙ
組
合
員
を
速

や
か
に
、
地
元
に
戻
す

こ
と
、
③
業
務
上
の
必

要
性
が
な
く
、
全
国
不

当
配
転
と
な
つ
て
い
る

労
働
者
全
員
を
直
ち
に
、

地
元
に
戻
す
こ
と
、
④

退
職
・
再
雇
用
制
度
を

撤
廃
す
る
こ
と
。

一
方
、
10
月
６
日
、

Ｎ
関
労
東
・
東
京
労
組

Ｎ
関
労
分
会
・
電
通
労

組
の
三
労
組
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
対
し
て
以
下

の
申
入
れ
書
を
提
出
し

た
。
当
日
は
、
風
雨
の

中
、
緊
急
行
動
に
も
か

か
わ
ら
ず
30
名
の
仲

間
が
東
日
本
本
社
門

前
に
集
ま
り
集
会
を

行
っ
た
。

①
札
幌
地
裁
判
決

に
従
い
、
控
訴
を
し

な
い
こ
と
②
全
国
に

不
当
配
転
し
た
労
働

者
全
員
を
直
ち
に
地
元

に
戻
す
こ
と
③
５
０
歳

退
職
・
再
雇
用
制
度
を

撤
廃
す
る
こ
と
④
「
構

造
改
革
」
＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
11

万
人
リ
ス
ト
ラ
を
中
止

す
る
こ
と
。
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際
限
な
く
働
か
さ
れ
る

労
働
法
制
改
悪
反
対

NTT-MEに勤務している鈴木やすともさん

の１日は忙しい。朝夕は、大泉学園駅、保谷駅での宣伝行動。土

日は、光が丘での街頭宣伝。新社会党・栗原きみ子委員長との対

話集会。去る４日には、代表をしている「憲法を生かす練馬の会」

主催で、「山崎朋子さんと平和を語ろう～女性史の立場から」とい

うテーマで、ノンフィクション作家・山崎朋子さんを迎え、学習・交

流を行った。

山崎さんは、戦前「平和の問題は大事だけど、でも私でなく、誰

かがどこかで考えてくれるでしょうとしか思わなかった。決して自分

自身の問題、自分の子や孫たちの問題として引き付けて考えもせ

ず、そっくり棚上げをし、誰かがやってくれるでしょうと思ってたん

です」「この苦い教訓から、私どもは多くをまなびたい」と話された。

安倍内閣は、改憲と教育改革を前面に掲げた危険なネオコン内

閣。私たちの改憲阻止、働くもののいのちと権利を守る闘いが正

念場を迎えている。

統一地方選は、来年４月。働く者の生活と権利、平和と民主主

義を守るため練馬区議予定候補・鈴木やすともは走っている。

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070

労
働
者
は

奉
公
人
じ
ゃ
な
い

労
働
契
約
法
制
と
労
働
時
間
法
規
を
審
議
し
て
い

る
厚
労
省
・
労
制
審
は
、
８
月
再
以
降
す
で
に
８
回

開
催
、
12
月
中
に
は
労
制
審
の
建
議
を
だ
さ
せ
、
07

年
国
会
で
法
案
を
提
出
す
る
方
向
で
動
い
て
い
る
。

一
方
、
全
労
協
は
、
厚
労
省
前
行
動
を
行
っ
て
い
る
。

10月6日､NTT東日本本社で


